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　当初はこの29.30日は伊勢志摩へ加藤氏の
計画でシーカヤックツアーに出かける予定
であったが、台風6号が奄美大島付近に居
座っているせいで、その余波と強風の為に
海は再びおあずけとなってしまった。私は今シーズンまだ一度も出廷
していない。

　以前から計画していた近郊の縦走コースで笠形
山 --- 千ヶ峰を実行に移すことにした。
早速、メールでメンバーに呼びかける、木倉、福迫
が参加することに・・・陽介は滋賀県へシャワーク
ライミングに出かけるとのことであった。
5：00　大塚宅集合
6：45　千ヶ峰にＭＴＢをデポ
7：30　笠形登山口出発
　一ヶ月ほど前にこの縦走コースが地元の山友会
によって開通したと新聞に載っていたが、笠形山
だけのルートでも背丈ほど草が伸びて、タダでさ
え狭い道に覆いかぶさりいきなりこの暑いのに合

羽の世話になる。
8：45　笠形山939ｍ山頂
　小休止をして大屋方面へと下って行く。
アップダウンがほどよくあり最高のトレー

ニングになるが、春蝉に驚かされる、この蝉は木に止まっていなくて
地面をウロウロしているのである、また鳴き声がカエルのようで不思
議な蝉である。また、登山道近くにスズメバチが巣を作っているのか、

我々にずっと威嚇態勢をとって追いかけてくる
のにはヒヤヒヤもので足早に駆け抜ける。何せ
我々の格好は刺してくれと言わんばかりに肌身
が見えているのだから・・・。
10：04　入相山780ｍ山頂
　何処が山頂かわからないほどの小さな頂きで
ある。高度は合っているし三角点があるので間
違いないだろう。ここまでもず～っと杉林や雑
木の中なので視界悪しで千ヶ峰が何処なのか
さっぱり分からないしこのあたりになると人も
あまり入っていないらしく登山道か、けもの道
か分からないほどである、当然に標識は一切な
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登山＆ＭＴＢ
　　　　　　　●コース●
　笠形山939ｍ～千ヶ峰1005ｍ（縦走登山）
                                                            約 20ｋｍ
　千ヶ峰～笠形山　　　　　　　（ＭＴＢ）
                                                            約 28ｋｍ

天候＞＞＞晴/曇

　●メンバー●
　大塚賢一45才　
　木倉　博37才　
　福迫順一37才

千ヶ峰山頂

朝霧の笠形登山
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い。
10：35　高坂峠出合
　ここまでの急な下りはまるで雪彦山を思わせる
ようなシダの中を駆けめぐるようだった。

13：00　飯盛山900ｍ山頂
　どこににいてもまるで同じ景色の中を上がった
り下ったりして足早に行動しているものだから分
かりにくい分岐地点を通り過ぎてしまい山のドン
詰まりまで行ってしまった・・・来た方向以外す
べてが落ち込んで谷になっているではない
か！・・・「おかしい、何処かで間違えとる！」、
地図＆コンパス＆高度計で確認するが、今一現在
位置が把握出来ない、その辺りに道らしきものを
探すがそれらしきものは見あたらない。「アカン、
こんな所で迷うようやったら冬山では完全に遭難
やっ！、情けないワ、ザックを降ろして飯
やっ！」、「どないするの？」、「尾根の分岐まで戻
る、コンターから見ても500ｍバックや」。
　気を取り直して 500 ｍほど戻るとやは分岐が
あった、「しかし分かりにくい分岐や、道もケモ
ノ道みたいやし・・・、低山とは言えナメとった
らあかんワ！」
　飯盛山山頂に着くとやっと東側がチシマ笹に覆
われ千ヶ峰の稜線らしくなって来たが、何と視界
が開けると千ヶ峰はまだまだ山を3つも越さねば
行けない遙か遠くではないかっ！。ピッチを上げ
てほとんど走っている状態で先を急ぐ。

14：10　千ヶ峰1005ｍ山頂
　途中時間はロスしたものも何とか無事に山頂に
着いた。この山頂から南方の笠形山を見ればそれ
は遙か遠くである、一体幾つのピークを越えてき
たのか・・・。縦走路が開通したからと言っても
一般の人にはちよっと無理なコースでは？、と思
うしだいである。
　現にこの千ヶ峰の山頂にいた人も「とてもじゃ
ないが、よう行かんわ」と言っていたのが印象て
きであった。

15：00　千ヶ峰下山
　三谷渓谷側の急斜面を下り沢の下見をしながら
約30分で下山。沢は雄滝、雌滝とも十分遊べそう
であった。
　デポしておいたＭＴＢを杉林の中から取りだし
（何せ3台で100万円はする高価なもの）、またが
るが、何ともはや3人とも足に来ており、私が「ア
カン、オフロード道はヤメ！、国道から帰ろう」
と弱音を吐いて（2人もホッとしていた）、強風の
向かい風の中をキクちゃんを先頭にドラフティン
グして最後のつらい船坂峠をあえぎながらクリ
ア。

17：30　笠形登山口到着
　汗だくになりながら無事にゴール。登山口にあ
る冷たい井戸水で全身の汗を洗い流し、今日も充
実した一日を遊んだ。

笹道を駆けめぐる

遙か彼方に笠形山が・・・

船坂峠の最後の登り


